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＜第８回 前林地域会議 会議録＞ 

日 時  令和５年 12月 15日（金） １９：００～２０：３０ 
場 所  前林交流館  多目的ホール 
出席者 委    員   １７名 

市 役 所  太田市長、都築副部長、今村主幹、野依課長、後藤部長
事  務  局   成瀬支所長、吉澤副支所長、天野担当長、山口書記 
オブザーバー 石川市議、佐野交流館長

１ 会長あいさつ〈省略〉

２ 市長あいさつ〈省略〉

３ 答申（第 9次豊田市総合計画） 
・答申書受渡し 

 ・意見交換 

委員からの意見
前林地域の拠点をどこにするのか。前林交流館に併設して前林コミュニティセンタ
ーを作り、近くに前林交番を作ってそこを拠点としてはどうか。また、交通機関と
して鉄道駅を挙げているが、バスをもっと活用してはどうか。豊田市の市営バスを
作り、バス路線を張り巡らせて鉄道の代わりとし、前林に関しては前林コミュニテ
ィセンター周辺に病院やお店を作り、そこを中心にバスを走らせる。 
市長より回答 
少子高齢化が進んでいる中で、前林コミュニティセンターを作るというのは難しい。 
市営バスに関しては、おいでんバスが実質的には市営バス。これが基幹バスとなり、
その先は地域バスで結んでいる。バスは必要性があると言われるが、利用実態がな
かなか追い付いていないので、カーシェアリングを推奨している。これまでドア・
ツー・ドアで移動していた人たちがバスを利用するのはなかなか難しいので、本当
に必要なのはバス以外ではないか。 
拠点に関しては、前林交流館だと考えている。今は、特別に何かがないと人が集ま
らないが、日常的に人が集まっている、いつだれが来ても何かをやっているような
集いの場所になれば、ここを拠点とし、様々な仕組みを構築できる。 
現在、多くのこども会が消滅している。こども会は、学校ではなかなか経験するこ
とが難しい学年を超えた縦割りの関係を構築していくための場所。そんな中で、子
ども会はなくなったが、自治区で子ども会のような役割、つまり子どもたちが下校
後に集える場所を作っている地域も出てきている。そうやって地域の拠点を作り、
そこに人が集うのであれば、その拠点を巡回するバスを走らせるというのは良いの
ではないか。その拠点が交流館となれば、既存のものを生かすこともできる。 
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委員からの意見
特に前林は物流企業や倉庫が多く、土地利用に関しても様々な制約がある。「まち
べん」などを利用し、産官学が一緒になって総合計画について話し合う場が必要な
のではないか。 
市長より回答 
どこが主体になるのが一番良いのかはわからないが、前林にある企業と一度話し合
う場を設けた方が良いのではないか。 
委員からの意見
以前、防災に関して地域の企業と連携していこうという話になったが、その後進ん
でいない。 
市長より回答 

 この件は高岡支所が間に入り、進めていく。ただ、そこに地域の人が入ると影響力
も違うので、是非地域の人にも一緒に動いてもらいたい。 

委員からの意見
企業が地域に進出する際は、その自治区の区長などには説明会があり、各自治区で
災害時の協定を結んでいる場合もある。それをあえて地域会議でやる必要があるの
か疑問に思う。 
市長より回答 
企業が進出したり、協定を結んだりするということは、交通安全の面なども考えて
もっと広い範囲、例えば地域会議で共有しておいた方が良いのではないか。自治区
内のみでの共有で終わってしまうと、その自治区の区長一人に責任を押し付けるよ
うな気がするので、もっと広い範囲で共有しておくべきではないか。 
委員からの意見
前林には土地利用検討会があり、企業の進出の際など、学校も交えて話し合いの場
は持たれているので、それで問題ないのではないか。 
市長より回答 

 それで問題ないのであれば、その方法で進めていくので良いと思う。 

委員からの意見
子どもたちは何も知らないうちに倉庫ができていたりする。市長も出席して、タウ
ンミーティング的に子どもたちとの意見交換の場を設けてはどうか。 
市長より回答 
子どもたちの意見を聞くのであれば、是非その意見を実現するために、わくわく事
業の補助金や支所予算を使ってほしい。それによって子どもたちがやりがいを感じ、
地域に関心を持って地域のつながりを大切にしてくれるようになってくれればよ
い。 
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市議からの補足 
前林地域の企業はそれぞれの自治区と個別に協定を結び、協力している。ただ、地
域全体では共有できていないので、そこは必要ではないかと思う。 
また、子ども会に関して、堤小学校区では全体の育成会はなくなってしまったが、
個々の子ども会は活動している。駒場小学校区を含め、前林全体の育成会は存在し
ている。 
市長より回答 
ふれあい祭りなどを利用して、それぞれの企業がどんな協力をしているかなど地域  
に展開していったらどうか。そうすると、たくさん物流倉庫があることに不満を持 
っている人のイメージも変わるのではないか。 


